
＜令和６年度 地球温暖化対策実行計画の施策実施状況の公表について＞ 

 

 地球温暖化対策の推進に関する法律第２１条第１５項の規定に基づき、岩手沿岸南部広域環境組合の地球温暖

化対策実行計画の施策実施状況を以下のとおり公表します。 

  令和７年８月２７日 

                  岩手沿岸南部広域環境組合 

                  管理者 釜石市長 小 野   共 

１．温室効果ガス排出量 

年 度 温室効果ガス排出量 前年度比 目標年度比 

令和３年度（基準年度） １９，２４２ｔ(CO2) ９８．４４％ １０４．６３％ 

令和４年度 １８，０１５ｔ(CO2) ９３．６２％ １００．６７％ 

令和５年度 １５，６１５ｔ(CO2) ８６．６８％ ８７．２５％ 

令和６年度 １６，８４４ｔ(CO2) １０７．７９％ ９４．１１％ 

目標年度（令和１２年度）温室効果ガス排出量＝１７，８９５ｔ(CO2) 

※令和３年度（基準年度）の７％削減を目標 

≪ 結果 ≫ 令和６年度につきましては、目標年度の数値を達成することができました。引き続き温室効果ガ 

ス排出量の削減に取り組みます。 

 

２．温室効果ガス排出量削減の取り組みについて 

⑴ 環境配慮項目 

種 別 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 前年度比 

コークス (t) １，４０２ １，２１５ １，２４５ １，１５３ ９２．６１％ 

Ａ重油 (KL) ２１１ １６４ １９５ １６９ ８６．６７％ 

昼間電力(千 kwh) １４６ １６１ １８１ １３２ ７２．９３％ 

夜間電力(千 kwh) ９８ １１６ １３９ ８８ ６３．３１％ 

軽油 (L) ３，４６１ ３，２５５ ３，２４３ ２，９９７ ９２．４１％ 

 ⑵ ごみの搬入量（内：廃プラスチック類の割合） 

年 度 通常生活ごみ（内：廃プラ率） 災害ガレキ 合 計 前年度比 

令和３年度 ２７，９６７ｔ（２２．５％） ０ｔ ２７，９６７ｔ ９７．７６％ 

令和４年度 ２７，１２５ｔ（２２．９％） ０ｔ ２７，１２５ｔ ９６．９９％ 

令和５年度 ２６，０３５ｔ（１９．９％） ０ｔ ２６，０３５ｔ ９５．９８％ 

令和６年度 ２５，１４０ｔ（２４．２％） ０ｔ ２５，１４０ｔ ９６．５６％ 

 

３．増加の要因 

環境配慮項目につきましては、全ての項目で前年度から使用量は減少したものの、ごみ成分中の廃プラスチ

ック類の割合が大幅に増加したことによって、前年度比としては温室効果ガス排出量が増加しました。 

 

４．今後の対応 

引き続き、コークス使用量の適正化を図るとともに、電力等の節約と効率的な設備運用に努め、今後におい

ても CO2の削減と環境負荷の低減につながる取組を進めてまいります。 


